
 

 

 

 

 

  

 

 校長 山口 親悟 

 

 校庭のあじさいがきれいに咲き誇っています。とりわけ、校長室の窓から見える株は赤、紫、

ピンクと実に見事な色彩を毎日楽しませてくれています。 

さて、報道等で御存知の方も多いと思いますが、先日、東京都北区の小学校で授業中に火災

が発生し、子供たちを含む 11人が重軽傷を負うという事案がありました。現時点で命に関わる

ような事故にはつながっていないということは不幸中の幸いなのかもしれませんが、「一歩間違

えれば・・・」「あといくらか遅ければ・・・」いずれも大惨事となった可能性も大きく、子供

たちと教職員の生命を預かる立場として決して「他人事」ではすまされない事案だと重く受け

止めたところです。そして、早速、校内の防火設備や避難経路の再点検など、防災体制につい

て改めて確認をしました。 

災害は、いつ、どこで、どのような形で私たちの日常を脅かすか分かりません。だからこそ、

日頃からの「心の備え」が何よりも大切です。そのため、学校では、避難訓練を通して「お・

は・し・も（おさない・はしらない・しゃべらない・もどらない）」を徹底するとともに子供

たちが自ら考え、判断し、行動する力を育んでいるところです。 

御家庭や地域でも、ぜひ今回のこの事案を「我が事」と捉え、「もしも」のときの避難場所や

連絡方法について話し合ってみてください。子供たちの尊い命を守るため、学校・家庭・地域

が固い絆で結ばれ、共に備えていくことが最も効果的な対策となります。今後とも、子供たち

が安心して笑顔で通える学校づくりに、皆様のお力添えをどうぞよろしくお願いいたします。 
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「他人事」から「我が事」へ ―― 命を守る心の備え 

 

 本校では、同級生等、他人を呼ぶ際は、「〇〇さん」と呼ぶように指導しています。これは、

親しい友達同士の「プライベート(私的)な場」と、教室や授業中という「パブリック（公的）

な場」の区別を教えるためです。学校は勉強する場所であると同時に、社会に出るための準備

をする場所です。「誰に対しても失礼にならない、社会的なコミュニケーションの基本」を子

供のうちから習慣化させていきたいと考えております。 

また、あだ名や呼び捨てがエスカレートして「いじめ」につながるケースが少なくありませ

ん。名前に「さん」をつけるとその後に続く言葉が乱暴な言葉になりにくくなるという心理的

効果もあります。 

言葉は人の心を切り裂くナイフにも、温かく包み込む真綿にもなりうるものです。時と場に

応じた言葉遣いができ、言葉で人を明るくさせる野間の子に育ってほしいです。 

時と場に応じた言葉遣いを 

 



 

６月 17日～18日、５年生の宿泊学習が屋久島でありました。 

５年生の子供たちは、１泊２日の宿泊学習で、大川の滝や千

尋の滝などの自然見学や宿泊施設での集団生活といった活動

を通して、屋久島の自然に親しみました。子供たちが特に素晴

らしかったのは、夕飯の片付けや自分たちが使った場所の清掃

時に見せた姿、レクリエーション等の活動の際「体験活動や集

団行動をとおして、気付き、考え、進んで学ぼう！」のテーマ

のもと、仲間と声を合わせ協力した姿です。 

この宿泊学習をとおして、子供たちは、これまで学校で学んできた「他者意識や集団意識」

を発揮し、周りへ広げようとすることで、他者から認められ、自分の言動のよさを実感するこ

とができたと考えます。今後もこのように子供たちが「他者意識や集団意識」を発揮し、広げ

ることができるような体験活動の充実を図っていきたいと思います。 

 

 

６月 13日（土）に実施いたしました「保護者引き渡し訓練」

では、お忙しい中、多くの保護者の皆様に御協力いただき、誠

にありがとうございました。 

皆様の御理解と迅速な行動のおかげで、引き渡しを安全かつ

速やかに行うことができました。災害はいつ起こるか分かりま

せん。万が一の事態に備え、今回の訓練の成果と課題を今後の

防災対策に役立ててまいります。 

御家庭におかれましても、災害時の避難場所や連絡方法などについて、改めてお子さまと話

し合うきっかけにしていただければ幸いです。御協力ありがとうございました。 

 

 

５月 25日から本校で行われていた教育実習が、無事に終了い

たしました。今年度は１名の実習生が、４年生のクラスを中心

に、未来の教師を目指して熱心に実習に励みました。 

実習生は、緊張しながらも熱意あふれる授業を行い、休み時

間や給食の時間には子供たちの中に入って積極的に交流を深め

ていました。子供たちにとっても、年の近いお兄さん・お姉さ

んのような実習生と過ごした時間は、新鮮で実り多いものとな

ったようです。 

御家庭の皆様におかれましても、温かい目で見守っていただき、誠にありがとうございまし

た。本校での経験を生かし、素晴らしい指導者として学校現場に戻ってきてくれることを期待

しています。 

 

新鮮で実り多き時間に～教育実習～ 

自然との関わりの中での新たな発見～第５学年宿泊学習～ 

【７月の主な行事】 

１日（水）授業参観・学級ＰＴＡ（低） 

     家庭教育学級 

２日（木）町特別支援振興会レクリエーション大会 

３日（金）授業参観・学級ＰＴＡ（中・高） 

４日（土）親児の会「机・椅子メンテナンス」 

８日（水）キャリアフェスタ（５・６年） 

９日（木）学校関係者評価委員会 

17日（金）1学期終業式 

          ※給食なし、４時間授業 

18日（土）夏休み（～８月 31日） 
 

迅速かつ安全に児童を引き渡すことができました～土曜参観・引渡し訓練～ 


